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生命情報学専攻

システム生体工学専攻
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専門学校等
進 学 者

そ の 他

卒 業 後 の 進 路 令和2年３月末日現在

令和２年3月卒業生の大学院進学先令和２年3月卒業生の就職先

大
学（
学
部
）

大
学
院

※一部抜粋して掲載

社 会 環 境 工 学 科

ジェイアール東日本コンサルタンツ㈱
東海旅客鉄道㈱　東京地下鉄㈱
㈱ネクスコ東日本エンジニアリング
東日本旅客鉄道㈱　国土交通省東京航空局
群馬県庁　東京都庁

建 設 工 学 専 攻

東日本旅客鉄道㈱　東京都庁

建 築 学 専 攻

㈱ＮＴＴファシリティーズ
㈱ジェイアール東日本ビルディング　大成建設㈱

生 物 工 学 専 攻

相模屋食料㈱　寿がきや食品㈱

システム生体工学専攻

ぐんぎんシステムサービス㈱　シャープ㈱
太陽誘電㈱

生 命 情 報 学 専 攻

ＮＴＴエレクトロニクス㈱
㈱群馬農協電算センター
三井情報㈱

建 築 学 科

㈱アイダ設計　㈱石井設計
㈱協和建築積算事務所　三協立山㈱　鈴与建設㈱
大成建設㈱　大和ハウス工業㈱
高砂熱学工業㈱　㈱竹中工務店　岩手県庁

生 命 情 報 学 科

㈱ジーシーシー　㈱ジャステック　
㈱ソルクシーズ　ドコモ・システムズ㈱
富士ソフト㈱　㈱両毛システムズ
群馬労働局　埼玉県庁

システム生体工学科

医療システムズ㈱　㈱ＯＫＩアイディエス
㈱小野測器　三菱電機ビルテクノサービス㈱
三益半導体工業㈱　㈱ヤマト　群馬県庁

生 物 工 学 科

アース環境サービス ㈱ 　三生医薬 ㈱ 　㈱ 大協精工
ハルナビバレッジ ㈱ 
東日本旅客鉄道 ㈱ 　㈱ ユニオンシンク
㈱ヨコオデイリーフーズ

総合デザイン工学科

㈲楽屋　構造デザイン工房　㈱鴻池組
佐田建設㈱　プロファ設計㈱　㈱ヤマト
福島県庁
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〒371－0816 前橋市上佐鳥町460－1
TEL：027－265－7361 　FAX：027－265－3837

E－mail：kouenkai@maebashi－it.ac.jp
ホームページ：https://www.maebashi-it.ac.jp/kouenkai/

大
学（
学
部
）

大
学
院

社 会 環 境 工 学 科

建 築 学 科

生 命 情 報 学 科

前橋工科大学大学院

筑波大学大学院　前橋工科大学大学院　他

システム生体工学科

群馬大学大学院　前橋工科大学大学院

生 物 工 学 科

上越教育大学大学院　前橋工科大学大学院　他

東京大学大学院　東京都立大学大学院

総合デザイン工学科

前橋工科大学大学院

システム生体工学専攻

東京工業大学工学院　前橋工科大学大学院
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就職者数 就 職 率

学生たちがより充実した学生生活を送る事が出来るよう、保護者の皆様から後援会に対するご意見・ご要望などをお寄せいただき
たいと思います。また、後援会に対するお問い合わせや情報提供もお待ちしております。

　
前
橋
工
科
大
学
後
援
会
の
会

員
及
び
関
係
者
の
皆
様
に
は
、

日
頃
よ
り
後
援
会
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
い
た
だ
き
、誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
、後
援
会
総

会
で
お
諮
り
す
る
も
の
で
す

が
、今
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、通

常
の
後
援
会
総
会
の
開
催
が
で

き
ず
書
面
で
の
決
議
と
な
っ
て

し
ま
い
皆
様
に
は
大
き
な
ご
負

担
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し

た
。書
面
開
催
の
結
果
、２
０
２

０
年
度
の
前
橋
工
科
大
学
後
援

会
会
長
に
承
認
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、皆
様
と
共
に
学
生
と

大
学
の
支
援
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。一
年
間
で
は
あ
り
ま
す

が
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

充
実
し
た

学
生
生
活
の

た
め
に

令和２年度
前橋工科大学後援会

会長

小林　正弘

後
援
会
会
長

　挨
拶

　
後
援
会
で
は
、
教
育
活
動
に

関
す
る
支
援
と
し
て
、
英
会
話

教
室
の
開
催
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
受

験
料
補
助
、
海
外
留
学
者
の
支

援
、
学
科
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
就
職
活
動
に
関
す

る
支
援
や
福
利
厚
生
に
関
す
る

支
援
な
ど
、
充
実
し
た
学
生
生

活
が
送
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
に
つ
い
て
も
大
学
と
連
携
・

協
力
を
図
っ
て
支
援
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
後
援
会
の
会
員
の
皆
様
に

は
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

学部生就職率の推移
（％）
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「就職率」は、卒業年度中に就職活動を行い、卒業後
速やかに就職を希望する者（就職希望者）に対する就
職決定者の割合であり、進学・自営業・家事手伝い・
留年・資格取得等を希望する者は含まれません。

※

前工大
全国平均（全体）

全国平均（理系）

全国平均値は厚生労働省ＨＰより抜粋

企業資料展示

61



項目
目

区　分 金　額
説　　明本年度

予算額
1 会 議 費

2 総 務 費

6 予 備 費

3 事 業 費

500,000 

3,541,000 

1 会 議 費 500,000
50,000 1 交 際 費
550,000 

総会、役員会、懇談会、合同新年会等
入学式・学位記授与式生花等
事務用品、会費振込用紙印刷
通信費、振込手数料

会報作成、卒業記念品、バッグ作成等
学園祭助成（翌檜祭） 1,500,000

部活動助成 1,800,000

保健助成 50,000

学生・福利厚生助成金 500,000
教育支援助成 2,000,000
生協助成 3,900,000

事務委託料

学校・学科助成 2,000,000

就職活動費 1,000,000

2 需 用 費
300,000 

2,641,000 
3,000,000 

3,571,500
23,362,500 

3,571,500 

3 役 務 費
4 委 託 料
1 事 業 費

2 助 成 費 12,750,000 
15,750,000 

1 予 備 費
支 出 合 計

〔支出〕

令和２年度予算
（単位：円）〔収入〕

1 会　　費 14,600,000

2 繰 越 金
3 雑　　入

8,762,246
254

@50,000×267名、@40,000×5名、
@30,000×7名、@20,000×42名

前年度繰越金
利息加入等

収 入 合 計 23,362,500 

　　
前
橋
工
科
大
学
後
援
会
は
、
学
生
の
学
生
生
活
と
大
学
の
事
業
を

支
援
し
、
大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
９

年
４
月
、
前
橋
工
科
大
学
開
学
と
同
時
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

　
本
学
在
学
生
の
保
護
者
ま
た
は
保
証
人
を
会
員
と
し
て
組
織
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
各
学
科
の
各
学
年
の
保
護
者
の
方
か
ら
選
出
さ
れ
た
役
員
の
方
と

役
員
会
等
を
行
い
学
生
生
活
の
充
実
の
た
め
、
様
々
な
角
度
か
ら
大

学
支
援
お
よ
び
学
生
支
援
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　　
前
橋
工
科
大
学
後
援
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
過
去
に
行
っ
た
後
援
会

の
支
援
活
動
の
様
子
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
助
成
事
業
・
支
援
活
動
が
出

来
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
実
施
し
て
お
り
ま
す
支
援
事
業
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
更
な
る
支
援
事
業
を
進
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
後
援
会
で
は
学
生
の
語
学
力
向
上
や
専
門
分
野
の
学
習
促
進
に
繋

げ
る
た
め
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は
、
代
表
的
な
英
語
検
定
試
験
の
ひ
と
つ
で
あ
るTO

EIC 
L&
R 

テ
ス
ト
を
受
験
し
て
基
準
の
成
績
を
収
め
た
学
生
に
対
し
、

「
キ
ャ
リ
アTO

EIC

」
の
単
位
を
認
定
し
て
い
ま
す
。

【T
O
E
IC

受
験
料
支
援
】

　「
聞
く
」「
読
む
」
英
語
力
を
測
る
事
を
目
的
と
し
たTO

EIC L&
R

テ
ス
ト
は
全
国
80
都
市
の
会
場
で
受
験
可
能
で
す
。

　
学
生
１
人
に
つ
き
１
回
２
、
０
０
０
円
、
年
間
２
回
（
合
計
４
、

０
０
０
円
）
の
受
験
料
支
援
を
後

援
会
に
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　（
学
部
１
年
生
は
９
月
に
前
橋

工
科
大
学
に
てTO

EIC IP

を
全

員
受
験
予
定
で
す
。
本
受
験
料
の

会
員
生
分
の
金
額
を
大
学
に
助
成

致
し
ま
す
。）

後
援
会
助
成
事
業

後
援
会
助
成
事
業
に
つ
い
て

英
語
力
支
援
事
業

　
後
援
会
で
は
、
全
学
科
に
対
し
、
会
員
学
生
の
学
生
生
活
充
実
の

た
め
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　「
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
費
用
」「
作
品
集
作
成
費
用
」
に

加
え
本
年
度
は
「
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
学
科
で
必
要
な
物
品
購
入
に

係
る
費
用
」
も
支
援
の
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。

学
科
助
成
支
援
事
業

　
後
援
会
で
は
、
学
生
の
学
生
生
活
と
大
学
環
境
整
備
充
実
の
た
め
、

「
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
」
を
４
台
購
入
し
、大
学
に
寄
附
致
し
ま
し
た
。

　
大
学
で
は
学
生
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
、
保
護
者
会
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
、
こ
ど
も
科
学
教
室
な
ど
様
々
な
行
事
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
春
か
ら
秋
に
か
け
て
気
温
の
上
昇
が
危
惧
さ
れ
る
日
が
多
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
コ
ン
セ
ン
ト
１
つ
で
利
用
で
き
、
し
か
も
移
動

可
能
な
ク
ー
ラ
ー
を
購
入
し
、
本
学
の
学
生
及
び
来
学
さ
れ
た
方
が

参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
支
援

と
し
て
、
大
学
と
協
議
し
な

が
ら
今
後
も
更
な
る
支
援
事

業
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 環

境
整
備
支
援
事
業

通常授業より大きめの教室を利用し、密にならないよう学生が着席していま
す。教室の入口には消毒液を設置。

密にならないように人数制限をしています。製図室の入口にも消毒液を設置。

■メイビットホール ■事務局 ■PCルーム

学生がパーテーションを作成しました。

項目 本年度予算額 説　　明

　
毎
年
、就
職
活
動
を
行
う
学
生
に
向
け
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
と

し
て
後
援
会
が
支
援
し
作
成
し
て
い
る
た
就
活
手
帳
を
今
年
度

も
作
成
予
定
で
す
。

　
学
部
３
年
生
、院
１
年
生
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

　
２
年
間
分
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
始
め
と
し
、自
己
分
析
↓
マ

ナ
ー
↓
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
↓
試
験
↓
内
定
を
掴
む
ま
で
の
ポ

イ
ン
ト
ま
で
を
網
羅
し
た
就
職
活
動
に
必
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
満

載
の
支
援
ブ
ッ
ク
と
な
っ
て
お
り
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
も
可

能
で
就
職
活
動
中
の
学
生
の
強
い
味
方
で
す
。

　
進
路
実
現
に
向
け
て
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

就
活
手
帳

　令和２年４月６日（月）、昌賢学園まえばしホール（前橋市民文化会館)にて、本
年度は工学部２９３名、博士前期課程３４名、博士後期課程５名の入学生を本学
に迎え入学式が挙行される予定でしたが、新型コロナウィルス感染症対策のた
め中止となりました。５月から開始された遠隔授業、６月末から対面授業も開始
され、やっと学生達の姿を学内で見かけるようになりました。学校生活において
は、マスクやアルコール消毒、パーテーションの設置等、感染の防止対策を講じ
ております。紙面を通して、学内の様子をお届けします。

学内の様子

感染症の予防策
に取り組んでいます。

■フェイスシールド ■食堂
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令和元年度　学位記授与式
　令和２年３月２５日（水）、昌賢学園まえばしホール（前橋市民文化会館)にて、学位記授与式が挙行されました。新型コロナウィルス
感染症対策のため卒業生および修了生、教職員のみの参加とし、保護者および来賓の方不在の中、工学部卒業２６８名、博士前期課程
修了４８名、博士後期課程修了１名、研究生１名、以上３１８名が本学の学び舎を巣立っていきました。

学長式辞
　想定を超える事態の中で、実行しうる形を探し試みた学位記授与式です。学位記は
可能性と行動力を修められたことを証するものであります。就職、進学と方向性は多
用ですが、本学で学んだことを基礎とし、どのような困難にも向かっていくことがで
きると信じています。また学位記授与式とは新たなスタートの地点に立たれたことも
表現しています。
　この佳き日を迎えられたこと、自らの努力はもちろんですが、多くの方のご支援が
あったことも心にとめ、感謝を忘れないでください。
　皆さまのこれからのご活躍を心よりお祈りして、門出をお祝いする言葉といたしま
す。

卒業生代表者から答辞
　共通の学問を通じ入学から卒業までの間、大変有意義な学生生活を送ることができ
ました。卒業を節目に様々な道に向かって進んでいきます。 自覚と誇りを持ち、それ
ぞれの道で発揮し、どの様な壁があっても乗り越え努力し続けることを約束します。

　
工
科
大
生
の
保
護
者
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち

は
。皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
大
学
運
営
に
様
々

な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
厚
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
り
、入
学
式
を
中
止
し
、新
入
生

の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
で
き
な
い
中
で

５
月
か
ら
の
遠
隔
授
業
の
開
始
、
そ
し
て
６

月
29
日
か
ら
は
、
感
染
対
策
を
施
し
た
上
で
、

対
面
授
業
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。学
生
の

皆
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
か
け
ま
し
た

が
、
何
と
か
予
定
通
り
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

達
成
で
き
そ
う
で
す
。保
護
者
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
物
心
両
面
に
わ
た
り
ご
支

援
い
た
だ
き
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
い
ま
だ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、終
息
せ
ず
、こ
れ
か
ら
迎
え
る
秋
冬
に
更

な
る
蔓
延
も
予
想
さ
れ
ま
す
。今
後
も
、
学
生

さ
ん
の
安
全
を
第
一
に
考
え
て
、
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
進
め
て
お
り
ま
す
学
科
再
編
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
の
６
学
科
を
「
建
築
・
都

市
・
環
境
工
学
群
」及
び「
情
報
・
生
命
工
学

群
」の
２
学
群
に
大
括
り
化
し
、
学
群
内
に
そ

れ
ぞ
れ
３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
置
す
る
予

定
で
進
め
て
お
り
ま
す
。工
学
基
礎
教
育
の

充
実
や
学
群
内
の
他
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
を

可
能
に
す
る
な
ど
学
修
の
幅
を
広
げ
、
多
様

化
す
る
社
会
の
中
で
活
躍
で
き
る
幅
広
い
知

識
・
俯
瞰
的
視
野
を
持
つ
人
材
を
育
成
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。今
後
、
具

体
的
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
入
試
方
法
を
定
め

ま
し
て
、
令
和
４
年
度
か
ら
新
た
な
学
群
で

学
生
を
迎
え
た
い
と
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
今
年
度
の
就
職
活
動
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
学
生
さ
ん
は
難
し

い
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
き
め
細
か
い
支
援
も

あ
り
、
順
調
に
内
定
者
が
出
て
お
り
ま
す
。ま

た
、
公
務
員
試
験
の
面
接
対
策
に
も
実
際
に

公
務
員
採
用
を
担
当
し
た
経
験
者
に
よ
る
指

導
を
行
う
な
ど
取
り
組
み
強
化
を
図
っ
て
お

り
ま
す
。

　
結
び
に
、保
護
者

皆
様
の
ご
健
勝
・

ご
活
躍
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、後
援
会
の
発

展
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

理
事
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

コ
ロ
ナ
禍
で
の

本
学
の
対
応理

事
長

　宮
下 

雅
夫

　
本
年
１
月
、セ
ン
タ
ー
入
試
の
際
、コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
注
意
は
あ
り
ま
し
た

が
、こ
こ
ま
で
拡
大
し
、影
響
が
つ
づ
く
と

は
想
像
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。３
月

の
学
位
記
授
与
式
は
卒
業
生
の
み
、４
月

の
入
学
式
は
中
止
、そ
し
て
授
業
は
一
月

遅
れ
で
５
月
か
ら
遠
隔
授
業
に
よ
り
開

始
。学
生
の
皆
さ
ん
が
大
学
の
キ
ャ
ン
パ

ス
で
学
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
よ
う
や

く
６
月
末
か
ら
で
、夏
休
み
も
短
縮
を
余

儀
な
く
さ
れ
３
週
間
。す
べ
て
が
異
例
の

な
か
で
、教
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、学
生
の
皆

さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ

た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
同
級
生
な
ど
学
生
同
士
の
触
れ
合
い
や

交
流
、教
職
員
と
の
つ
な
が
り
、そ
し
て
社

会
と
の
結
び
付
き
な
ど
が
あ
っ
て
、は
じ

め
て
学
生
生
活
、大
学
と
い
う
場
で
あ
る

と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な

状
況
も
ひ
と
つ
の
経
験
、と
い
う
に
は
犠

牲
が
大
き
い
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。学

生
の
皆
さ
ん
だ
け
で
な
く
、教
員
も
遠
隔

授
業
に
最
初
は
と
ま
ど
い
、事
務
局
の
サ

ポ
ー
ト
を
得
て
の
ス
タ
ー
ト
で
、充
分
と

は
い
え
ま
せ
ん
が
こ
れ
ま
で
進
め
る
こ
と

は
で
き
て
き
た
と
思
い
ま
す
。こ
う
し
た

変
化
が
大
学
教
育
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
大

き
い
の
で
す
が
、一
方
で
遠
隔
授
業
を
有

効
に
使
え
ば
、教
育
の
方
法
や
内
容
に
こ

れ
ま
で
に
な
い
可
能
性
を
与
え
て
い
け
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。「W

ith

コ
ロ
ナ
」、

「
新
し
い
〇
〇
」と
は
よ
く
耳
に
し
ま
す

が
、言
葉
で
す
む
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ろ
い
ろ
試
行
錯
誤
し
、失
敗
や
工
夫
を

積
み
重
ね
、こ
の
状
況
に
対
応
し
、か
つ
こ

れ
か
ら
の
大
学
像
を
組
み
立
て
て
い
く
、

こ
う
し
た
体
験
は
教
育
そ
の
も
の
な
の
だ

と
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、安
心
と
安
全
の
感
じ
ら

れ
る
場
と
し
て
あ
る
に
は
ど
う
す
べ
き

か
、そ
の
な
か
で
学
修
活
動
と
学
生
生
活

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
た
め
何
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
か
、学
生
、教
職
員
、さ
ら
に

保
護
者
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
も
伺
い
な
が

ら
、求
め
ら
れ
る

工
科
大
の
あ
り
か

た
を
考
え
て
い
き

ま
す
。あ
る
意
味

新
し
い
実
験
と
も

い
え
る
と
思
い
ま

す
。今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

学
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

今
後
の
前
橋
工
科

大
学
の
た
め
に

学
長

　星 

　和
彦

　
例
年
大
学
に
て
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
後
援
会
総
会
に
つ
い
て
、

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
会
場
で
の
開
催
を
中
止
し
、
後
援
会
の
会
員
皆
様
に
は
「
後

援
会
総
会
の
書
面
表
決
に
つ
い
て
」
の
ご
案
内
状
と
返
信
は
が
き
を

送
付
し
、
書
面
に
て
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
ご
審

議
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
審
議
の

結
果
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

１.

会
員
数
　
　
　
１
、
２
４
６
名

２.

返
信
数
　
　
　
　
　
６
７
３
名

議
案
第
１
号
　
賛
成
　
６
７
３
名
　
　
反
対
０
名

議
案
第
２
号
　
賛
成
　
６
７
３
名
　
　
反
対
０
名

議
案
第
３
号
　
賛
成
　
６
７
３
名
　
　
反
対
０
名

議
案
第
４
号
　
賛
成
　
６
７
３
名
　
　
反
対
０
名

議
案
第
５
号
　
賛
成
　
６
７
３
名
　
　
反
対
０
名

　
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
ご
承
認
を
賜
り
ま
し
た
の
で
、
可
決
と
し

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
橋
工

科
大
学
後
援
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
事
業
に
つ
い
て
」
内
に
掲
載
し

ま
し
た
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

役
員
募
集
の
お
願
い

　
後
援
会
で
は
学
生
た
ち
が
よ
り
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
、
各
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
会
運
営
の
た
め
の
役

員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
高
校
ま
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
は
異
な
り
、
各
種
資
料
作
成
や
発
行

物
等
を
作
成
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
主
な
活
動
と

し
て
は
、
役
員
会
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
後
援
会
の
事
業
計
画
や
予

算
等
に
つ
い
て
審
議
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 総

会

学生団体
支援事業

　大学では学生団体として活動を許可された学生団体が共に活動をし、学年・学科を問わ
ず、仲間を作りキャンパスライフを楽しんでいます。令和２年度は大学より３０団体が認定
をされましたが、本年度は新型コロナウイルスの影響で、活動のスタートが遅れてしまい、
また本来の活動を行うことが出来ずにおります。
　後援会では本年度も、より充実した活動を行えるよう各団体へ助成を行います。

大学が活動を
許可した

30団体

　・学生自治会

【部】
　・アカペラ部　・えん　・軽音楽部　・硬式テニス部　　・Comic Create Club　・サッカー部　・写真部　・ジャグリング部
　・ストリートダンス部　・バスケットボール部　・バドミントン部　　・バレーボール部　・フットサル部　・放送部
　・毎週住宅をつくる会　　・ロボットテクノ部　・スノーボード部　・野球部　・空手部

【サークル】
　・クラッチ　・剣道サークル　・週末システムいろいろやろーぜZ　・スポーツサークル　・フットサルサークル　・すいーとほてと
　・建築ラッチ　・マサコ　・ゲームサークル　・サッカーサークル

※前橋工科大学では、令和２年９月１日現在、群馬県等の状況を勘案し、部・サークル活動を中止しています。
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令和元年度　学位記授与式
　令和２年３月２５日（水）、昌賢学園まえばしホール（前橋市民文化会館)にて、学位記授与式が挙行されました。新型コロナウィルス
感染症対策のため卒業生および修了生、教職員のみの参加とし、保護者および来賓の方不在の中、工学部卒業２６８名、博士前期課程
修了４８名、博士後期課程修了１名、研究生１名、以上３１８名が本学の学び舎を巣立っていきました。

学長式辞
　想定を超える事態の中で、実行しうる形を探し試みた学位記授与式です。学位記は
可能性と行動力を修められたことを証するものであります。就職、進学と方向性は多
用ですが、本学で学んだことを基礎とし、どのような困難にも向かっていくことがで
きると信じています。また学位記授与式とは新たなスタートの地点に立たれたことも
表現しています。
　この佳き日を迎えられたこと、自らの努力はもちろんですが、多くの方のご支援が
あったことも心にとめ、感謝を忘れないでください。
　皆さまのこれからのご活躍を心よりお祈りして、門出をお祝いする言葉といたしま
す。

卒業生代表者から答辞
　共通の学問を通じ入学から卒業までの間、大変有意義な学生生活を送ることができ
ました。卒業を節目に様々な道に向かって進んでいきます。 自覚と誇りを持ち、それ
ぞれの道で発揮し、どの様な壁があっても乗り越え努力し続けることを約束します。

　
工
科
大
生
の
保
護
者
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち

は
。皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
大
学
運
営
に
様
々

な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
厚
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
よ
り
、入
学
式
を
中
止
し
、新
入
生

の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
で
き
な
い
中
で

５
月
か
ら
の
遠
隔
授
業
の
開
始
、
そ
し
て
６

月
29
日
か
ら
は
、
感
染
対
策
を
施
し
た
上
で
、

対
面
授
業
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。学
生
の

皆
さ
ん
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
か
け
ま
し
た

が
、
何
と
か
予
定
通
り
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

達
成
で
き
そ
う
で
す
。保
護
者
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
物
心
両
面
に
わ
た
り
ご
支

援
い
た
だ
き
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
い
ま
だ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、終
息
せ
ず
、こ
れ
か
ら
迎
え
る
秋
冬
に
更

な
る
蔓
延
も
予
想
さ
れ
ま
す
。今
後
も
、
学
生

さ
ん
の
安
全
を
第
一
に
考
え
て
、
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
現
在
進
め
て
お
り
ま
す
学
科
再
編
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
の
６
学
科
を
「
建
築
・
都

市
・
環
境
工
学
群
」及
び「
情
報
・
生
命
工
学

群
」の
２
学
群
に
大
括
り
化
し
、
学
群
内
に
そ

れ
ぞ
れ
３
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
置
す
る
予

定
で
進
め
て
お
り
ま
す
。工
学
基
礎
教
育
の

充
実
や
学
群
内
の
他
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
を

可
能
に
す
る
な
ど
学
修
の
幅
を
広
げ
、
多
様

化
す
る
社
会
の
中
で
活
躍
で
き
る
幅
広
い
知

識
・
俯
瞰
的
視
野
を
持
つ
人
材
を
育
成
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。今
後
、
具

体
的
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
入
試
方
法
を
定
め

ま
し
て
、
令
和
４
年
度
か
ら
新
た
な
学
群
で

学
生
を
迎
え
た
い
と
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
今
年
度
の
就
職
活
動
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
学
生
さ
ん
は
難
し

い
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
き
め
細
か
い
支
援
も

あ
り
、
順
調
に
内
定
者
が
出
て
お
り
ま
す
。ま

た
、
公
務
員
試
験
の
面
接
対
策
に
も
実
際
に

公
務
員
採
用
を
担
当
し
た
経
験
者
に
よ
る
指

導
を
行
う
な
ど
取
り
組
み
強
化
を
図
っ
て
お

り
ま
す
。

　
結
び
に
、保
護
者

皆
様
の
ご
健
勝
・

ご
活
躍
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
と
と

も
に
、後
援
会
の
発

展
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

理
事
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

コ
ロ
ナ
禍
で
の

本
学
の
対
応理

事
長

　宮
下 

雅
夫

　
本
年
１
月
、セ
ン
タ
ー
入
試
の
際
、コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
注
意
は
あ
り
ま
し
た

が
、こ
こ
ま
で
拡
大
し
、影
響
が
つ
づ
く
と

は
想
像
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。３
月

の
学
位
記
授
与
式
は
卒
業
生
の
み
、４
月

の
入
学
式
は
中
止
、そ
し
て
授
業
は
一
月

遅
れ
で
５
月
か
ら
遠
隔
授
業
に
よ
り
開

始
。学
生
の
皆
さ
ん
が
大
学
の
キ
ャ
ン
パ

ス
で
学
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
よ
う
や

く
６
月
末
か
ら
で
、夏
休
み
も
短
縮
を
余

儀
な
く
さ
れ
３
週
間
。す
べ
て
が
異
例
の

な
か
で
、教
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、学
生
の
皆

さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ

た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
同
級
生
な
ど
学
生
同
士
の
触
れ
合
い
や

交
流
、教
職
員
と
の
つ
な
が
り
、そ
し
て
社

会
と
の
結
び
付
き
な
ど
が
あ
っ
て
、は
じ

め
て
学
生
生
活
、大
学
と
い
う
場
で
あ
る

と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な

状
況
も
ひ
と
つ
の
経
験
、と
い
う
に
は
犠

牲
が
大
き
い
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。学

生
の
皆
さ
ん
だ
け
で
な
く
、教
員
も
遠
隔

授
業
に
最
初
は
と
ま
ど
い
、事
務
局
の
サ

ポ
ー
ト
を
得
て
の
ス
タ
ー
ト
で
、充
分
と

は
い
え
ま
せ
ん
が
こ
れ
ま
で
進
め
る
こ
と

は
で
き
て
き
た
と
思
い
ま
す
。こ
う
し
た

変
化
が
大
学
教
育
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
大

き
い
の
で
す
が
、一
方
で
遠
隔
授
業
を
有

効
に
使
え
ば
、教
育
の
方
法
や
内
容
に
こ

れ
ま
で
に
な
い
可
能
性
を
与
え
て
い
け
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。「W

ith

コ
ロ
ナ
」、

「
新
し
い
〇
〇
」と
は
よ
く
耳
に
し
ま
す

が
、言
葉
で
す
む
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ろ
い
ろ
試
行
錯
誤
し
、失
敗
や
工
夫
を

積
み
重
ね
、こ
の
状
況
に
対
応
し
、か
つ
こ

れ
か
ら
の
大
学
像
を
組
み
立
て
て
い
く
、

こ
う
し
た
体
験
は
教
育
そ
の
も
の
な
の
だ

と
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、安
心
と
安
全
の
感
じ
ら

れ
る
場
と
し
て
あ
る
に
は
ど
う
す
べ
き

か
、そ
の
な
か
で
学
修
活
動
と
学
生
生
活

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
た
め
何
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
か
、学
生
、教
職
員
、さ
ら
に

保
護
者
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
も
伺
い
な
が

ら
、求
め
ら
れ
る

工
科
大
の
あ
り
か

た
を
考
え
て
い
き

ま
す
。あ
る
意
味

新
し
い
実
験
と
も

い
え
る
と
思
い
ま

す
。今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

学
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

今
後
の
前
橋
工
科

大
学
の
た
め
に

学
長

　星 

　和
彦

　
例
年
大
学
に
て
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
後
援
会
総
会
に
つ
い
て
、

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
会
場
で
の
開
催
を
中
止
し
、
後
援
会
の
会
員
皆
様
に
は
「
後

援
会
総
会
の
書
面
表
決
に
つ
い
て
」
の
ご
案
内
状
と
返
信
は
が
き
を

送
付
し
、
書
面
に
て
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
ご
審

議
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
審
議
の

結
果
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

１.

会
員
数
　
　
　
１
、
２
４
６
名

２.

返
信
数
　
　
　
　
　
６
７
３
名

議
案
第
１
号
　
賛
成
　
６
７
３
名
　
　
反
対
０
名

議
案
第
２
号
　
賛
成
　
６
７
３
名
　
　
反
対
０
名

議
案
第
３
号
　
賛
成
　
６
７
３
名
　
　
反
対
０
名

議
案
第
４
号
　
賛
成
　
６
７
３
名
　
　
反
対
０
名

議
案
第
５
号
　
賛
成
　
６
７
３
名
　
　
反
対
０
名

　
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
ご
承
認
を
賜
り
ま
し
た
の
で
、
可
決
と
し

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
橋
工

科
大
学
後
援
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
事
業
に
つ
い
て
」
内
に
掲
載
し

ま
し
た
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

役
員
募
集
の
お
願
い

　
後
援
会
で
は
学
生
た
ち
が
よ
り
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
、
各
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
会
運
営
の
た
め
の
役

員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
高
校
ま
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
は
異
な
り
、
各
種
資
料
作
成
や
発
行

物
等
を
作
成
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
主
な
活
動
と

し
て
は
、
役
員
会
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
後
援
会
の
事
業
計
画
や
予

算
等
に
つ
い
て
審
議
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 総

会

学生団体
支援事業

　大学では学生団体として活動を許可された学生団体が共に活動をし、学年・学科を問わ
ず、仲間を作りキャンパスライフを楽しんでいます。令和２年度は大学より３０団体が認定
をされましたが、本年度は新型コロナウイルスの影響で、活動のスタートが遅れてしまい、
また本来の活動を行うことが出来ずにおります。
　後援会では本年度も、より充実した活動を行えるよう各団体へ助成を行います。

大学が活動を
許可した

30団体

　・学生自治会

【部】
　・アカペラ部　・えん　・軽音楽部　・硬式テニス部　　・Comic Create Club　・サッカー部　・写真部　・ジャグリング部
　・ストリートダンス部　・バスケットボール部　・バドミントン部　　・バレーボール部　・フットサル部　・放送部
　・毎週住宅をつくる会　　・ロボットテクノ部　・スノーボード部　・野球部　・空手部

【サークル】
　・クラッチ　・剣道サークル　・週末システムいろいろやろーぜZ　・スポーツサークル　・フットサルサークル　・すいーとほてと
　・建築ラッチ　・マサコ　・ゲームサークル　・サッカーサークル

※前橋工科大学では、令和２年９月１日現在、群馬県等の状況を勘案し、部・サークル活動を中止しています。
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項目
目

区　分 金　額
説　　明本年度

予算額
1 会 議 費

2 総 務 費

6 予 備 費

3 事 業 費

500,000 

3,541,000 

1 会 議 費 500,000
50,000 1 交 際 費
550,000 

総会、役員会、懇談会、合同新年会等
入学式・学位記授与式生花等
事務用品、会費振込用紙印刷
通信費、振込手数料

会報作成、卒業記念品、バッグ作成等
学園祭助成（翌檜祭） 1,500,000

部活動助成 1,800,000

保健助成 50,000

学生・福利厚生助成金 500,000
教育支援助成 2,000,000
生協助成 3,900,000

事務委託料

学校・学科助成 2,000,000

就職活動費 1,000,000

2 需 用 費
300,000 

2,641,000 
3,000,000 

3,571,500
23,362,500 

3,571,500 

3 役 務 費
4 委 託 料
1 事 業 費

2 助 成 費 12,750,000 
15,750,000 

1 予 備 費
支 出 合 計

〔支出〕

令和２年度予算
（単位：円）〔収入〕

1 会　　費 14,600,000

2 繰 越 金
3 雑　　入

8,762,246
254

@50,000×267名、@40,000×5名、
@30,000×7名、@20,000×42名

前年度繰越金
利息加入等

収 入 合 計 23,362,500 

　　
前
橋
工
科
大
学
後
援
会
は
、
学
生
の
学
生
生
活
と
大
学
の
事
業
を

支
援
し
、
大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
９

年
４
月
、
前
橋
工
科
大
学
開
学
と
同
時
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

　
本
学
在
学
生
の
保
護
者
ま
た
は
保
証
人
を
会
員
と
し
て
組
織
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
各
学
科
の
各
学
年
の
保
護
者
の
方
か
ら
選
出
さ
れ
た
役
員
の
方
と

役
員
会
等
を
行
い
学
生
生
活
の
充
実
の
た
め
、
様
々
な
角
度
か
ら
大

学
支
援
お
よ
び
学
生
支
援
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　　
前
橋
工
科
大
学
後
援
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
過
去
に
行
っ
た
後
援
会

の
支
援
活
動
の
様
子
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
助
成
事
業
・
支
援
活
動
が
出

来
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
実
施
し
て
お
り
ま
す
支
援
事
業
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
更
な
る
支
援
事
業
を
進
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
後
援
会
で
は
学
生
の
語
学
力
向
上
や
専
門
分
野
の
学
習
促
進
に
繋

げ
る
た
め
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は
、
代
表
的
な
英
語
検
定
試
験
の
ひ
と
つ
で
あ
るTO

EIC 
L&
R 

テ
ス
ト
を
受
験
し
て
基
準
の
成
績
を
収
め
た
学
生
に
対
し
、

「
キ
ャ
リ
アTO

EIC

」
の
単
位
を
認
定
し
て
い
ま
す
。

【T
O
E
IC

受
験
料
支
援
】

　「
聞
く
」「
読
む
」
英
語
力
を
測
る
事
を
目
的
と
し
たTO

EIC L&
R

テ
ス
ト
は
全
国
80
都
市
の
会
場
で
受
験
可
能
で
す
。

　
学
生
１
人
に
つ
き
１
回
２
、
０
０
０
円
、
年
間
２
回
（
合
計
４
、

０
０
０
円
）
の
受
験
料
支
援
を
後

援
会
に
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　（
学
部
１
年
生
は
９
月
に
前
橋

工
科
大
学
に
てTO

EIC IP

を
全

員
受
験
予
定
で
す
。
本
受
験
料
の

会
員
生
分
の
金
額
を
大
学
に
助
成

致
し
ま
す
。）

後
援
会
助
成
事
業

後
援
会
助
成
事
業
に
つ
い
て

英
語
力
支
援
事
業

　
後
援
会
で
は
、
全
学
科
に
対
し
、
会
員
学
生
の
学
生
生
活
充
実
の

た
め
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　「
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
費
用
」「
作
品
集
作
成
費
用
」
に

加
え
本
年
度
は
「
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
学
科
で
必
要
な
物
品
購
入
に

係
る
費
用
」
も
支
援
の
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。

学
科
助
成
支
援
事
業

　
後
援
会
で
は
、
学
生
の
学
生
生
活
と
大
学
環
境
整
備
充
実
の
た
め
、

「
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
」
を
４
台
購
入
し
、大
学
に
寄
附
致
し
ま
し
た
。

　
大
学
で
は
学
生
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
、
保
護
者
会
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
、
こ
ど
も
科
学
教
室
な
ど
様
々
な
行
事
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
春
か
ら
秋
に
か
け
て
気
温
の
上
昇
が
危
惧
さ
れ
る
日
が
多
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
コ
ン
セ
ン
ト
１
つ
で
利
用
で
き
、
し
か
も
移
動

可
能
な
ク
ー
ラ
ー
を
購
入
し
、
本
学
の
学
生
及
び
来
学
さ
れ
た
方
が

参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
支
援

と
し
て
、
大
学
と
協
議
し
な

が
ら
今
後
も
更
な
る
支
援
事

業
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 環

境
整
備
支
援
事
業

通常授業より大きめの教室を利用し、密にならないよう学生が着席していま
す。教室の入口には消毒液を設置。

密にならないように人数制限をしています。製図室の入口にも消毒液を設置。

■メイビットホール ■事務局 ■PCルーム

学生がパーテーションを作成しました。

項目 本年度予算額 説　　明

　
毎
年
、就
職
活
動
を
行
う
学
生
に
向
け
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
と

し
て
後
援
会
が
支
援
し
作
成
し
て
い
る
た
就
活
手
帳
を
今
年
度

も
作
成
予
定
で
す
。

　
学
部
３
年
生
、院
１
年
生
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

　
２
年
間
分
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
始
め
と
し
、自
己
分
析
↓
マ

ナ
ー
↓
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
↓
試
験
↓
内
定
を
掴
む
ま
で
の
ポ

イ
ン
ト
ま
で
を
網
羅
し
た
就
職
活
動
に
必
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
満

載
の
支
援
ブ
ッ
ク
と
な
っ
て
お
り
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
も
可

能
で
就
職
活
動
中
の
学
生
の
強
い
味
方
で
す
。

　
進
路
実
現
に
向
け
て
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

就
活
手
帳

　令和２年４月６日（月）、昌賢学園まえばしホール（前橋市民文化会館)にて、本
年度は工学部２９３名、博士前期課程３４名、博士後期課程５名の入学生を本学
に迎え入学式が挙行される予定でしたが、新型コロナウィルス感染症対策のた
め中止となりました。５月から開始された遠隔授業、６月末から対面授業も開始
され、やっと学生達の姿を学内で見かけるようになりました。学校生活において
は、マスクやアルコール消毒、パーテーションの設置等、感染の防止対策を講じ
ております。紙面を通して、学内の様子をお届けします。

学内の様子

感染症の予防策
に取り組んでいます。

■フェイスシールド ■食堂
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項目
目

区　分 金　額
説　　明本年度

予算額
1 会 議 費

2 総 務 費

6 予 備 費

3 事 業 費

500,000 

3,541,000 

1 会 議 費 500,000
50,000 1 交 際 費
550,000 

総会、役員会、懇談会、合同新年会等
入学式・学位記授与式生花等
事務用品、会費振込用紙印刷
通信費、振込手数料

会報作成、卒業記念品、バッグ作成等
学園祭助成（翌檜祭） 1,500,000

部活動助成 1,800,000

保健助成 50,000

学生・福利厚生助成金 500,000
教育支援助成 2,000,000
生協助成 3,900,000

事務委託料

学校・学科助成 2,000,000

就職活動費 1,000,000

2 需 用 費
300,000 

2,641,000 
3,000,000 

3,571,500
23,362,500 

3,571,500 

3 役 務 費
4 委 託 料
1 事 業 費

2 助 成 費 12,750,000 
15,750,000 

1 予 備 費
支 出 合 計

〔支出〕

令和２年度予算
（単位：円）〔収入〕

1 会　　費 14,600,000

2 繰 越 金
3 雑　　入

8,762,246
254

@50,000×267名、@40,000×5名、
@30,000×7名、@20,000×42名

前年度繰越金
利息加入等

収 入 合 計 23,362,500 

　　
前
橋
工
科
大
学
後
援
会
は
、
学
生
の
学
生
生
活
と
大
学
の
事
業
を

支
援
し
、
大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
９

年
４
月
、
前
橋
工
科
大
学
開
学
と
同
時
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

　
本
学
在
学
生
の
保
護
者
ま
た
は
保
証
人
を
会
員
と
し
て
組
織
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
各
学
科
の
各
学
年
の
保
護
者
の
方
か
ら
選
出
さ
れ
た
役
員
の
方
と

役
員
会
等
を
行
い
学
生
生
活
の
充
実
の
た
め
、
様
々
な
角
度
か
ら
大

学
支
援
お
よ
び
学
生
支
援
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　　
前
橋
工
科
大
学
後
援
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
過
去
に
行
っ
た
後
援
会

の
支
援
活
動
の
様
子
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
助
成
事
業
・
支
援
活
動
が
出

来
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
実
施
し
て
お
り
ま
す
支
援
事
業
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
更
な
る
支
援
事
業
を
進
め
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
後
援
会
で
は
学
生
の
語
学
力
向
上
や
専
門
分
野
の
学
習
促
進
に
繋

げ
る
た
め
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
学
で
は
、
代
表
的
な
英
語
検
定
試
験
の
ひ
と
つ
で
あ
るTO

EIC 
L&
R 

テ
ス
ト
を
受
験
し
て
基
準
の
成
績
を
収
め
た
学
生
に
対
し
、

「
キ
ャ
リ
アTO

EIC

」
の
単
位
を
認
定
し
て
い
ま
す
。

【T
O
E
IC

受
験
料
支
援
】

　「
聞
く
」「
読
む
」
英
語
力
を
測
る
事
を
目
的
と
し
たTO

EIC L&
R

テ
ス
ト
は
全
国
80
都
市
の
会
場
で
受
験
可
能
で
す
。

　
学
生
１
人
に
つ
き
１
回
２
、
０
０
０
円
、
年
間
２
回
（
合
計
４
、

０
０
０
円
）
の
受
験
料
支
援
を
後

援
会
に
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　（
学
部
１
年
生
は
９
月
に
前
橋

工
科
大
学
に
てTO

EIC IP

を
全

員
受
験
予
定
で
す
。
本
受
験
料
の

会
員
生
分
の
金
額
を
大
学
に
助
成

致
し
ま
す
。）

後
援
会
助
成
事
業

後
援
会
助
成
事
業
に
つ
い
て

英
語
力
支
援
事
業

　
後
援
会
で
は
、
全
学
科
に
対
し
、
会
員
学
生
の
学
生
生
活
充
実
の

た
め
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　「
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
費
用
」「
作
品
集
作
成
費
用
」
に

加
え
本
年
度
は
「
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
学
科
で
必
要
な
物
品
購
入
に

係
る
費
用
」
も
支
援
の
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。

学
科
助
成
支
援
事
業

　
後
援
会
で
は
、
学
生
の
学
生
生
活
と
大
学
環
境
整
備
充
実
の
た
め
、

「
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
」
を
４
台
購
入
し
、大
学
に
寄
附
致
し
ま
し
た
。

　
大
学
で
は
学
生
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
、
保
護
者
会
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
、
こ
ど
も
科
学
教
室
な
ど
様
々
な
行
事
を
開
催
し
て
お
り
ま

す
。
春
か
ら
秋
に
か
け
て
気
温
の
上
昇
が
危
惧
さ
れ
る
日
が
多
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
コ
ン
セ
ン
ト
１
つ
で
利
用
で
き
、
し
か
も
移
動

可
能
な
ク
ー
ラ
ー
を
購
入
し
、
本
学
の
学
生
及
び
来
学
さ
れ
た
方
が

参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
支
援

と
し
て
、
大
学
と
協
議
し
な

が
ら
今
後
も
更
な
る
支
援
事

業
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 環

境
整
備
支
援
事
業

通常授業より大きめの教室を利用し、密にならないよう学生が着席していま
す。教室の入口には消毒液を設置。

密にならないように人数制限をしています。製図室の入口にも消毒液を設置。

■メイビットホール ■事務局 ■PCルーム

学生がパーテーションを作成しました。

項目 本年度予算額 説　　明

　
毎
年
、就
職
活
動
を
行
う
学
生
に
向
け
の
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
と

し
て
後
援
会
が
支
援
し
作
成
し
て
い
る
た
就
活
手
帳
を
今
年
度

も
作
成
予
定
で
す
。

　
学
部
３
年
生
、院
１
年
生
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

　
２
年
間
分
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
始
め
と
し
、自
己
分
析
↓
マ

ナ
ー
↓
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
↓
試
験
↓
内
定
を
掴
む
ま
で
の
ポ

イ
ン
ト
ま
で
を
網
羅
し
た
就
職
活
動
に
必
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
満

載
の
支
援
ブ
ッ
ク
と
な
っ
て
お
り
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
も
可

能
で
就
職
活
動
中
の
学
生
の
強
い
味
方
で
す
。

　
進
路
実
現
に
向
け
て
、ご
活
用
く
だ
さ
い
。

就
活
手
帳

　令和２年４月６日（月）、昌賢学園まえばしホール（前橋市民文化会館)にて、本
年度は工学部２９３名、博士前期課程３４名、博士後期課程５名の入学生を本学
に迎え入学式が挙行される予定でしたが、新型コロナウィルス感染症対策のた
め中止となりました。５月から開始された遠隔授業、６月末から対面授業も開始
され、やっと学生達の姿を学内で見かけるようになりました。学校生活において
は、マスクやアルコール消毒、パーテーションの設置等、感染の防止対策を講じ
ております。紙面を通して、学内の様子をお届けします。

学内の様子

感染症の予防策
に取り組んでいます。

■フェイスシールド ■食堂
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後援会からのお知らせ後援会からのお知らせ

令和元年度 学部卒業者 就職者・進学状況
工 学 部
学 科 名

社会環境工学科

建 築 学 科

生命情報学科

システム生体工学科

生 物 工 学 科

総合デザイン工学科

合 計

49

56

41

42

41

41

270

42

41

38

30

29

33

213

42

41

38

30

29

33

213

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

6

13

3

8

12

2

44

0

0

0

1

0

0

1

1

2

0

3

0

6

12

卒業者数 就 職
希望者数

就職者数 就 職 率 大 学 院
進 学 者

専門学校等
進 学 者

そ の 他

令和元年度 大学院修了者 就職者・進学状況
工 学 研 究 科
専 攻 名

建設工学専攻

建 築 学 専 攻

生命情報学専攻

システム生体工学専攻

生物工学専攻

環境・生命工学専攻

大学院前期課程合計

大学院後期課程合計

4

13

6

14

11

0

48

0

4

13

6

13

11

0

47

0

4

13

6

13

11

0

47

0

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

-

100.0%

-

0

0

0

1

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

修了者数 就 職
希望者数

後期課程
進 学 者

0

0

0

0

0

0

0

0

専門学校等
進 学 者

そ の 他

卒 業 後 の 進 路 令和2年３月末日現在

令和２年3月卒業生の大学院進学先令和２年3月卒業生の就職先

大
学（
学
部
）

大
学
院

※一部抜粋して掲載

社 会 環 境 工 学 科

ジェイアール東日本コンサルタンツ㈱
東海旅客鉄道㈱　東京地下鉄㈱
㈱ネクスコ東日本エンジニアリング
東日本旅客鉄道㈱　国土交通省東京航空局
群馬県庁　東京都庁

建 設 工 学 専 攻

東日本旅客鉄道㈱　東京都庁

建 築 学 専 攻

㈱ＮＴＴファシリティーズ
㈱ジェイアール東日本ビルディング　大成建設㈱

生 物 工 学 専 攻

相模屋食料㈱　寿がきや食品㈱

システム生体工学専攻

ぐんぎんシステムサービス㈱　シャープ㈱
太陽誘電㈱

生 命 情 報 学 専 攻

ＮＴＴエレクトロニクス㈱
㈱群馬農協電算センター
三井情報㈱

建 築 学 科

㈱アイダ設計　㈱石井設計
㈱協和建築積算事務所　三協立山㈱　鈴与建設㈱
大成建設㈱　大和ハウス工業㈱
高砂熱学工業㈱　㈱竹中工務店　岩手県庁

生 命 情 報 学 科

㈱ジーシーシー　㈱ジャステック　
㈱ソルクシーズ　ドコモ・システムズ㈱
富士ソフト㈱　㈱両毛システムズ
群馬労働局　埼玉県庁

システム生体工学科

医療システムズ㈱　㈱ＯＫＩアイディエス
㈱小野測器　三菱電機ビルテクノサービス㈱
三益半導体工業㈱　㈱ヤマト　群馬県庁

生 物 工 学 科

アース環境サービス ㈱ 　三生医薬 ㈱ 　㈱ 大協精工
ハルナビバレッジ ㈱ 
東日本旅客鉄道 ㈱ 　㈱ ユニオンシンク
㈱ヨコオデイリーフーズ

総合デザイン工学科

㈲楽屋　構造デザイン工房　㈱鴻池組
佐田建設㈱　プロファ設計㈱　㈱ヤマト
福島県庁

前橋工科大学後援会事務局 （前橋工科大学学務課学生支援係内）
〒371－0816 前橋市上佐鳥町460－1
TEL：027－265－7361 　FAX：027－265－3837

E－mail：kouenkai@maebashi－it.ac.jp
ホームページ：https://www.maebashi-it.ac.jp/kouenkai/

大
学（
学
部
）

大
学
院

社 会 環 境 工 学 科

建 築 学 科

生 命 情 報 学 科

前橋工科大学大学院

筑波大学大学院　前橋工科大学大学院　他

システム生体工学科

群馬大学大学院　前橋工科大学大学院

生 物 工 学 科

上越教育大学大学院　前橋工科大学大学院　他

東京大学大学院　東京都立大学大学院

総合デザイン工学科

前橋工科大学大学院

システム生体工学専攻

東京工業大学工学院　前橋工科大学大学院
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就職者数 就 職 率

学生たちがより充実した学生生活を送る事が出来るよう、保護者の皆様から後援会に対するご意見・ご要望などをお寄せいただき
たいと思います。また、後援会に対するお問い合わせや情報提供もお待ちしております。

　
前
橋
工
科
大
学
後
援
会
の
会

員
及
び
関
係
者
の
皆
様
に
は
、

日
頃
よ
り
後
援
会
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
い
た
だ
き
、誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
、後
援
会
総

会
で
お
諮
り
す
る
も
の
で
す

が
、今
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、通

常
の
後
援
会
総
会
の
開
催
が
で

き
ず
書
面
で
の
決
議
と
な
っ
て

し
ま
い
皆
様
に
は
大
き
な
ご
負

担
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し

た
。書
面
開
催
の
結
果
、２
０
２

０
年
度
の
前
橋
工
科
大
学
後
援

会
会
長
に
承
認
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、皆
様
と
共
に
学
生
と

大
学
の
支
援
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。一
年
間
で
は
あ
り
ま
す

が
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

充
実
し
た

学
生
生
活
の

た
め
に

令和２年度
前橋工科大学後援会

会長

小林　正弘

後
援
会
会
長

　挨
拶

　
後
援
会
で
は
、
教
育
活
動
に

関
す
る
支
援
と
し
て
、
英
会
話

教
室
の
開
催
や
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
受

験
料
補
助
、
海
外
留
学
者
の
支

援
、
学
科
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
就
職
活
動
に
関
す

る
支
援
や
福
利
厚
生
に
関
す
る

支
援
な
ど
、
充
実
し
た
学
生
生

活
が
送
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
に
つ
い
て
も
大
学
と
連
携
・

協
力
を
図
っ
て
支
援
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
後
援
会
の
会
員
の
皆
様
に

は
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

学部生就職率の推移
（％）

99.4

100
99.5

98.9

98.3

100

96.7
97.3

97.6
98

97.6
98

97.2

98.2
98.7

97.2

98.4 98.5

90

96

97

98

99

100

H27.3卒 H28.3卒 H29.3卒 H30.3卒 H31.3卒 R2.3卒

「就職率」は、卒業年度中に就職活動を行い、卒業後
速やかに就職を希望する者（就職希望者）に対する就
職決定者の割合であり、進学・自営業・家事手伝い・
留年・資格取得等を希望する者は含まれません。

※

前工大
全国平均（全体）

全国平均（理系）

全国平均値は厚生労働省ＨＰより抜粋

企業資料展示
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